
歳 入 歳 出
合 計 予算現額

113億7,203万円

54億8,627万円
34億4,377万円
19億8,805万円
10億9,727万円
5億0,700万円
2億4,397万円
7億2,880万円
2億1,847万円
66億5,143万円
47億1,906万円
40億8,532万円
10億 843万円
36億 600万円

0万円
13億 700万円
6億4,106万円

46億5,940万円
13億2,444万円
68億5,176万円
26億5,481万円
19億4,552万円
8億4,790万円
11億7,490万円
6億 918万円
27億7,981万円
3億1,104万円
11億 254万円
5億 501万円
32億8,945万円
9億6,098万円
25億5,649万円
11億 547万円

（62.8%）

（55.2%）

（48.1%）

（30.0%）

（70.9%）

（24.7%）

（0.0%）

（49.0%）

（28.4%）

（38.7%）

（43.6%）

（51.8%）

（11.2%）

（45.8%）

（29.2%）

（43.2%）

243億5,987万円
合 計

83億1,883万円
（収入率）

（46.7%）

（執行率）

（34.1%）

市 税

諸 収 入

地 方 交 付 税

市 債

そ の 他 ※

繰 入 金
繰 越 金 民 生 費

衛 生 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

そ の 他 ※

議 会 費
総 務 費

農林水産業費
商 工 費

国 庫 支 出 金
県 支 出 金

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・寄附金

※その他＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

※1　普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※2　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※3　借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率
※4　市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率
※5　企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率
※6　山武市では将来負担額より充当可能財源等が多いため比率がありません。

※その他＝災害復旧費、公債費、諸支出金、予備費

歳 入
歳 出

40億 7,770万円
38億 1,832万円

予算現額　　　　
92 億 8,484万円

（43.9%）
（41.1%）

歳 入
歳 出

6,308万円
5,524万円

予算現額　　　　
1 億 4,363万円

（43.9%）
（38.5%）

歳 入
歳 出

1 億 6,455万円
1 億 40万円

予算現額　　　　
4 億 9,890万円

（33.0%）
（20.1%）

歳 入
歳 出

21 億 5,551万円
18 億 6,366万円

予算現額　　　　
46 億 9,438万円

（45.9%）
（39.7%）

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（施設勘定）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

歳 入
歳 出

1 億 2,950万円
　　6,535 万円

予算現額 　　　
2 億 2,000 万円

（58.9%）
（29.7%）

歳 入
歳 出

3,654万円
3,654万円

予算現額 　　　
1 億 2,309万円

（29.7%）
（29.7%）

歳 入
歳 出

2 億 273万円
1 億 2,180万円

予算現額 　　　
2 億 7,100 万円

（74.8%）
（44.9%）

組合立国保成東病院事業清算事務特別会計

地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計

農業集落排水事業特別会計

実 質 赤 字 比 率 ※1

連結実質赤字比率 ※2

実質公債費比率 ※3

将 来 負 担 比 率 ※4

単位：％
早期健全化基準

20.00

30.00

35.0

－

予算現額 収入済額・支出済額（　）収入・執行率

【特別会計】

すべての比率で基準をクリアしました。

　市民の皆さんに、市の財政状況をご理解いただくために、一般会計などの執行状況をお知らせします。
今回は平成 29 年度上半期（４月～９月末）の予算の執行状況の概要です。

平成 29 年度一般会計予算は当初 221 億 3,600 万円から、９月までに１億 463 万円の増額補正を行い、
222 億 4,063 万円となりました。なお、前年度繰越額 21 億 1,924 万円を含めた総額で 243 億 5,987 万円
となりました。

歳入の収入済額は113 億 7,203 万円で、収入率は 46.7％となっています。
歳出の支出済額は 83 億1,883 万円で、執行率は 34.1％となっています。

【一般会計】　 

平成29年度　上半期の予算執行状況平成29年度　上半期の予算執行状況

山武市 財政再生基準

12.84

17.84

25.0

350.0

赤字なし

赤字なし

比率なし（※6）

9.7

資 金 不 足 比 率 ※5 －
経営健全化基準

水道事業会計
農業集落排水事業会計

山武市 備考
20.0
20.0－

「早期健全化基準」とは…
いわばイエローカードともいうべきものです。
4つの指標のうち、1つでもこの基準以上となった市町村は、「早期
健全化団体」となり、財政健全化計画を策定して自主的に財政の
健全化に取り組むことになります。
「財政再生基準」とは…
いわばレッドカードともいうべきものです。
将来負担比率を除く3つの指標のうち、1つでもこの基準以上と
なった市町村は、「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定し
て、国の監督の下で財政再建に取り組むことになります。

平成28年度 決算に係る財政健全化判断比率および資金不足比率平成28年度 決算に係る財政健全化判断比率および資金不足比率
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採用者数（派遣含む）

退職者数（派遣含む）

人　数

25

28

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

第１　職員の任免および職員数の状況
採用・退職者数について（平成28 年度）

第２　職員の給与の状況　
1  一般行政職員の平均給与月額など

平 成 2 9 年
４月１日現在
平 成 2 8 年
４月１日現在

42.2

42.8

379,561

382,087

327,468

330,600

52,093

51,487

研修場所 研 修 内 容

種　類 受益者数 内 容

第６　職員の研修の状況

開始時刻 終了時刻 休 憩

8：30 17：15 12：00 ～13：00

第３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間の状況（平成29 年 4 月1日現在）

降 任

0
免 職

0
休 職

6
降 給

0

第４　職員の分限および懲戒処分の状況
1  職員の分限処分の状況（平成 28 年度） （人）

（人）

（件）

（件）

戒 告

2
減 給

0
停 職

0
免 職

0

2  職員の懲戒処分の状況（平成 28年度） （人）

平均使用日数 ( 日）

8.86
消 化 率（％）

23.63

第５　職員の服務の状況
1  年次休暇の状況（平成 28 年）

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

2  技能労務職員の平均給与月額など

平 成 2 9 年
４月１日現在

結 核 検 診
生活習慣病予防検査
職員厚生会補助金

264
267
451

胸部X線撮影
問診、血圧、血液、尿、心電図検査等（人間ドック受診者除く）
山武市職員厚生会へ補助金　1,353千円

平 成 2 8 年
４月１日現在

57.8

57.2

307,628

301,105

291,367

285,371

16,261

15,734

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業取得者数

2  育児休業および部分休業の状況（平成 28 年）

0

12

0

0

0

2

男性職員

女性職員

千 葉 県
自 治 研 修
セ ン タ ー

山 武 郡 市
広域行政組合

全国市町村
国際文化研修所

市町村アカデミー

市 役 所 内
講 演 会

市役所内研修

管理職能力開発コース

能 力 開 発コース

基礎能力開発コース

実 務 遂 行 能 力
開 発 コ ー ス

課長研修、新任係長研修、災害危機管理研修、
ハラスメント防止研修

住民協働推進研修

管理職特別セミナー～住みよい地域づくりにむけて～、地
域ブランド等観光戦略の実践

人口減少社会におけるファシリティマネジメント～公共施
設等総合管理計画の運用～

新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員基礎研修、中級
職員応用研修、中堅職員基礎研修、中堅職員応用研修、管理
職研修、人事評価研修

新規採用職員研修、自衛隊生活体験研修、ビジネスマナー研
修、人材育成・コミュニケーション研修
グローバル化が加速する中で考える教育とまちづくり、中米
コスタリカと日本におけるESD環境教育、イスラム文化との
共生、お札にまつわるエピソード、スリランカ派遣研修報告、
笑顔で作る人との信頼関係、知覚・認知心理学から見た時間
との付合い方、成田空港の現状と今後の取り組み、国際交流
と地域活性化、個人型DCについて、ディズニーランド流ス
タッフのモチベーションを向上させる仕組み

行政課題調査研究

人事評価者研修、簿記研修、災害危機管理
研修、農政研修、税務事務研修、固定資産
税研修、市町村民税研修、滞納整理事務（初
級）研修、債権管理・回収（基礎）研修、公会
計基礎研修、財務事務研修、契約事務研修、
用地事務研修

タイムマネジメント研修、ロジカルライティ
ング研修、クレーム対応（組織編）研修、コ
ミュニケーションスキルアップ研修、メンタ
ルヘルス（セルフケア）研修、モチベーション
アップ研修、女性活躍推進研修、議会答弁
対応能力向上研修

職員の勤務能率の向上および増進を目的に、千葉県自治
研修センター、市町村アカデミー、および山武郡市広域
行政組合等において研修を実施。

第７　職員の福祉および利益の保護の状況
1  福利厚生（平成 28 年度実績）

第８　公平委員会における業務の状況
1  勤務条件に関する措置の要求（平成 28 年度）

加入団体名 対象件数 内 容
地方公務員災害補償基金等 ―0

措置要求件数 措置の要求内容
0 ―

（件）2  不利益処分に関する不服申立て（平成 28 年度）
不服申立て件数 不服申立ての内容

0 ―

2  公務災害補償（平成 28 年度実績）

　地方公務員法第58条の２の規定により、平成28年度における山武市人事行政の運営等の
状況を公表します。

平成 28年度　山武市人事行政の運営等の状況平成 28年度　山武市人事行政の運営等の状況

政　策　研　究

T　総務課　☎0475（80）1117
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

�
助
成
期
間
を
１
月
末
ま
で
延
長
し
ま
す

接
種
を
希
望
す
る
助
成
対
象
者
の
方

は
、
対
象
医
療
機
関
に
市
指
定
の
予
診

票
を
持
参
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対�

象
者　
山
武
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①�

昭
和
28
年
１
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

方
で
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

②�

昭
和
33
年
１
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）が
あ
る
方
。
た
だ

し
、
接
種
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
あ
る
こ
と
。

対�

象
期
間　
１
月
31
日
㈬
ま
で

助
成
金
額　
１
５
０
０
円

※�

対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護
受
給
の
方

は
全
額
助
成（
確
認
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
）。

対�

象
医
療
機
関　
市
内
医
療
機
関
、
山

武
郡
市
内
契
約
医
療
機
関
、
千
葉
県

内
定
期
予
防
接
種
相
互
乗
り
入
れ
事

業
協
力
医
療
機
関
等

※�

接
種
を
希
望
さ
れ
る
助
成
対
象
者
の

方
で
、
市
指
定
の
予
診
票
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、
健
康
支
援
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
接
種

を
受
け
る
法
律
上
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

予
防
接
種
の
効
果
と
副
反
応
に
つ
い

て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

T　
健
康
支
援
課

��

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

国
民
年
金
保
険
料
の

�

「
後
納
制
度
」

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」が
平
成
27
年
10
月
か
ら
平

成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給
が

で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

老
齢
年
金
の
受
給
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し

た
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
後
納
制

度
を
利
用
し
不
足
し
て
い
る
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
受
給
が

で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　
千
葉
年
金
事
務
所　

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

特
定
健
康
診
査（
集
団
健
診
）の

�

お
知
ら
せ

６
～
８
月
に
実
施
し
た
特
定
健
康
診

査
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方（
山
武
市

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
）を
対
象
に
未
受
診
者
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ
、
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
当
日
は
、
被
用
者
保
険（
社

会
保
険
）の
被
扶
養
者
を
対
象
と
し
た

特
定
健
康
診
査
集
団
健
診
が
併
せ
て
行

わ
れ
ま
す
。

検
診
日　
12
月
５
日
㈫

受�

付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・
午
後
１
～
２
時

場�　

所　

成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
武
市
役
所
庁
舎
と
な
り
）

※�

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
各
種
が
ん

検
診
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

妊
産
婦
、
海
外
在
住
、（
介
護
等
）施
設

入
所
中
、
長
期
入
院
等
の
方
は
、
特

定
健
康
診
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

被
用
者
保
険（
社
会
保
険
）と
は
、
政

府
管
掌
保
険
・
健
康
保
険
組
合
・
各

種
共
済
組
合
等
で
す
。

※�

集
団
健
診
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
個
別
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
医
療
保
険

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　健
康・福
祉

未受診者健診 被用者保険被扶養者健診

対象者 ・40歳以上の国民健康保険被保険者
・後期高齢者医療制度被保険者

・�被用者保険（社会保険）の被扶養者で
40～74歳の方　（国民健康保険加入
者を除きます）

健診内容 問診、計測（身長・体重・腹囲・ＢＭＩ）、医師診察、血圧測定、血液検査、尿検査、
詳細項目（該当者のみ実施）※後期高齢者医療制度の方は、腹囲測定は行いません。

費用 無料 加入している医療保険者によって異なり
ます。（受診券を確認してください。）

持参する
もの

・健康保険証（国保・後期高齢） ・被保険者証

・特定健康診査受診票�
　（市から送付されているもの）

・特定健康診査受診券�
　（加入している医療保険者が発行した
もの）

・採尿した採尿器��
　（採尿器は、受診票と一緒に送付）

・費用（自己負担額）

問合せ先 国保年金課　☎0475（80）1143
社団法人千葉衛生福祉協会�千葉診療所
健康管理部�
☎043（224）2016
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

�

差
額
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
差
額
通
知
を
12
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬

を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら

い
安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

平
成
29
年
８
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
65
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で

２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T�　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者（
世
帯
主
宛
）に
医
療

費
通
知
を
12
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合

医
療
費
通
知
を
確
認
し
、
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け
て
い
な
い
、

日
数
・
回
数
が
多
い
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
手
元
の
領
収
書
等
を
ご
覧
に

な
り
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で
記
載
さ

れ
ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
額
は
10

円
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告（
平
成
30

年
度
の
確
定
申
告
）か
ら
、
医
療
費
通
知

は
、
医
療
費
控
除
申
告
の
申
告
手
続
き

で
医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
通
知
の
原

本
は
、
再
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
医
療

費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T�　
国
保
年
金
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に「
緊
急

連
絡
先
」や「
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
」

な
ど
の
情
報
シ
ー
ト
を
専
用
容
器
に
入

れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
救
急
時
に
備

え
る
た
め
の「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
方

配�

布
場
所　
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
各

出
張
所

T�　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
２

平
成
㉚
年
度
山
武
市
学
童
ク
ラ
ブ

�

の
利
用
申
し
込
み

学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
対
象
と
な
る
児

童
は
、
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童

で
保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
が
就
労

等
に
従
事
し
て
い
る
た
め
、
昼
間
監
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
で

す
。
年
度
当
初
か
ら
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
の
申
請
方
法
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

申
請
書
の
配
付
・
提
出
期
間

　
12
月
１
日
㈮
～
26
日
㈫

申
請
書
の
配
付
・
提
出
場
所

�

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
利
用
希
望
の

学
童
ク
ラ
ブ

学
童
ク
ラ
ブ
実
施
場
所

　

�

大
富
学
童
ク
ラ
ブ
／
南
郷
学
童
ク
ラ

ブ
／
鳴
浜
学
童
ク
ラ
ブ
／
緑
海
学
童

ク
ラ
ブ
／
日
向
学
童
ク
ラ
ブ
／
睦
岡

学
童
ク
ラ
ブ
／
山
武
西
学
童
ク
ラ
ブ

／
山
武
北
学
童
ク
ラ
ブ
／
蓮
沼
学
童

ク
ラ
ブ
／
豊
岡
学
童
ク
ラ
ブ
／
成
東

学
童
ク
ラ
ブ
／
松
尾
学
童
ク
ラ
ブ
／

大
平
学
童
ク
ラ
ブ

※
成
東
・
松
尾
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
は
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、

申
請
書
類
の
配
付
場
所
お
よ
び
提
出
場

所
が
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
松
尾
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ

申
請
書
の
配
付
・
提
出
期
間

　
12
月
１
日
㈮
～
26
日
㈫

申
請
書
の
配
付
・
提
出
場
所

�

松
尾
学
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
大
平
学
童

ク
ラ
ブ

T�　
松
尾
学
童
ク
ラ
ブ

�

☎
０
７
０（
３
９
５
３
）２
８
４
２

　
　
大
平
学
童
ク
ラ
ブ

�

☎
０
４
７
９（
８
０
）７
２
２
１

◆
成
東
学
童
ク
ラ
ブ

成
東
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
入
所
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
申
請
書
類
は
当
日
配
付

し
ま
す
。

日　
時　
１
月
20
日
㈯

　
午
前
10
～
11
時

場　
所　
成
東
学
童
ク
ラ
ブ
居
室

�

（
成
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
）

T�　
成
東
学
童
ク
ラ
ブ

�

☎
０
９
０（
４
７
５
５
）８
１
６
４

※
学
童
ク
ラ
ブ
ご

と
に
定
員
が
あ
り

ま
す
。
定
員
を
超

え
る
場
合
、
待
機

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

午
後
２
時
30
分
～
午
後
６
時
の
間
に
お

願
い
し
ま
す
。

T�　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

育
教・
て
育
子
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山
武
市
中
小
企
業

�

運
営
資
金
利
子
補
給

資
金
の
種
類

・
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
資
金

・�

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事

業
の
事
業
資
金
融
資

・�

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
中
小
企
業
事

業
融
資

・�

緊
急
保
証
制

度（
事
業
に

か
か
る
も
の

に
限
る
）

※
当
初
借
入
日

か
ら
１
年
以
内

に
返
済
期
限
の
到
来
す
る
資
金
を
除
く
。

利
子
補
給
要
件

・�

平
成
18
年
３
月
27
日
以
降
に
右
記
資

金
の
借
入
を
し
た
中
小
企
業
者

・�

市
内
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と

・
市
税
の
完
納
者
で
あ
る
こ
と

利
子
補
給
率

　

�

年
利
子
支
払
額
の
㉚
％
以
内（
延
滞

利
子
を
除
く
）

利
子
補
給
の
限
度
額

　
１
事
業
所
に
対
し
て
㉚
万
円
以
内

利
子
補
給
対
象
期
間

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
期
間（
平
成
29
年
が
融
資
初
年

の
場
合
は
、
当
該
融
資
日
か
ら
）た
だ

し
、
利
子
補
給
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
は
10
年
以
内

申
請
に
必
要
な
書
類

・�

山
武
市
中
小
企
業
運
営
資
金
利
子
補

給
申
請
書

・�

平
成
29
年
12
月
31
日
現
在
の
取
扱
金

融
機
関
の
発
行
す
る
借
入
残
高
証
明

書
・�

借
入
金
の
返
済
予
定
表
ま
た
は
支
払

明
細
書
写
し

・�

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明（
証

明
願
）

・�

補
給
金
振
込
み
先
預
金
通
帳
の
写
し

（
名
義
・
口
座
番
号
等
確
認
用
）

・�

年
の
途
中
で
全
額
返
済
に
な
っ
た
借

入
金
に
つ
い
て
は
、
融
資
計
算
書
お

よ
び
当
初
金
銭
消
費
貸
借
契
約
証
書

の
写
し

※�

申
請
は
年
１
回
と
し
、
申
請
書
は
、

山
武
市
商
工
会
で
配
布
。
商
工
会
員

は
、別
途
商
工
会
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

申
込
期
限　
１
月
31
日
㈬

S�

・
T　
山
武
市
商
工
会

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

産
　
業

「さんむドリーム創業塾」　～第４期生募集～
　「事業をやってみたい」「先代の事業を後継する」方のために今年も創業塾を行います。創業・起業したい方・興味の
ある方、女性・シニア・学生など幅広くご参加ください。

※内容・時間は変更になる場合がございます。
　あらかじめご了承ください。
場所　山武市商工会館（松尾町松尾183－4）
参加費　無料　定員　20人
主催　山武市商工会　協力　山武市　
申込方法　お電話にてお問い合わせください
申込期限　１月12日㈮
T　山武市商工会　☎0479（86）5147

実施日 時刻 内容

１月14日㈰

13時
～
18時

①創業基礎Ⅰ（創業・第二創業、心構えと準備）
②創業基礎Ⅱ（顧客・市場・ニーズ・目標明確化）

１月21日㈰
③経営基礎Ⅰ（売れている商品・仕事を学ぶ）
④経営基礎Ⅱ�（マーケティング・販売促進・インター

ネットの活用）

１月28日㈰ ⑤会計・税務（会計基礎、決算申告、税の仕組み）
⑥人事・法務（雇用基礎、労働法規、労働保険・社会保険）

２月4日㈰ ⑦創業実務(資金調達・法人設立・許認可等創業手続）
⑧実習（事業計画作成）

消費者情報
◆自宅での事故の起こりやすい場所と対策

玄�　関　履物の着脱時に体のバランスを崩したり、
上り框をふみはずして転倒するケースが多いため、
段差の解消や手すり、照明をつけて足元を見やす
く工夫しましょう。
階�　段　最も転倒・転落事故が発生しやすい場所で
す。手すりや踏面の滑り止めの表面加工やカーペッ
トの取り付けなどが有効です。
浴�　室　不慮の溺死、溺水が発生しやすい場所です。
浴槽への段差解消や滑りにくい床などへ配慮して
みましょう。

※高齢の方は、湯の温度は４１度以下で、浴槽につ
かる時間は１０分程度が目安です。水圧がかかってい
たため血管が拡張し貧血状態になりますので浴槽か
らはゆっくり立ち上がりましょう。
� ～暮らしの豆知識長寿時代のリスク管理より～

◆山武市消費生活センター◆
日�　時　平日　午前９時～正午・午後１～４時30分� �
（土日祝日は開設しません）

場　所　山武市役所　☎0475（82）8453
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浄
化
槽
の
設
置
と
維
持
管
理

浄
化
槽
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
次
の
届
出
等
が
必
要
で
す
。

◆
設
置
工
事
は
県
に
登
録
ま
た
は
届
出

を
行
っ
た
専
門
の
業
者
に
頼
み
ま

し
ょ
う
。

◆
悪
臭
や
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、
快
適
な

周
辺
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
、
次

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
法
令
に
基
づ
く
保
守
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
県
に
登
録
し
た
専
門
の
業
者
に
保
守

点
検
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。（
作
業
は
技

術
上
の
基
準
が
あ
り
、
一
般
の
方
に

は
困
難
な
点
も
あ
り
ま
す
。）ま
た
、

保
守
点
検
記
録
票
は
３
年
間
の
保
存

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◆
法
令
に
基
づ
く
定
期
的
な
清
掃
が
必

要
で
す
。

・
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
管
理
者
の

許
可
を
受
け
た
業
者
へ
年
１
回
以
上

清
掃
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。

　
清
掃
の
記
録
も
３
年
間
の
保
存
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。

◆
法
定
検
査
が
必
要
で
す

・
浄
化
槽
の
設
置
工
事
や
保
守
点
検
お

よ
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
県
の
指
定
検
査
機
関（
一
般
財

団
法
人
千
葉
県
環
境
財
団
・（
公
社
）

千
葉
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー
）が

検
査
し
ま
す
。
検
査
は
使
用
開
始
後

３
カ
月
か
ら
起
算
し
て
５
カ
月
の
間

に
第
７
条
に
基
づ
く
検
査
を
受
け
、

第
７
条
検
査
受
検
後
、
年
１
回
、
第

11
条
に
基
づ
く
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

S�

・
T　

浄
化
槽
設
置
、
使
用
開
始
報
告
、
使
用

廃
止
等
に
関
す
る
こ
と

　
千
葉
県
山
武
地
域
振
興
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）３
８
６
２

人
槽
算
定
の
相
談

　
千
葉
県
山
武
土
木
事
務
所
建
築
宅
地

課

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
３

補
助
金
の
申
請　
　
　

��　
　
　
　
　

環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

設
置
工
事
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
浄
化
槽
協
会

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）２
３
５
５

保
守
点
検
・
清
掃
に
関
す
る
こ
と

　
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
４
５
）４
２
２
２

法
定
検
査
の
申
込
先�　
　

���　
　
　

��������

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
環
境
財
団

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）２
０
７
９

　
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
浄
化
槽
検
査

セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）６
２
８
３

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

市
で
は
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対

し
て
補
助
金
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

交�
付
対
象　
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
、

コ
ン
ポ
ス
ト
・
バ
ケ
ツ
型
容
器

補�

助
金
額　
堆
肥
化
装
置
の
購
入
に
要

し
た
経
費
の
２
分
の
１（
１
基
に
つ
き

２
万
円
を
限
度
）

補�

助
要
件　
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は

１
世
帯
あ
た
り
１
基
、
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
、
バ
ケ
ツ
型
容
器
に
つ
い
て
は

１
世
帯
あ
た
り
２
基
が
対
象
と
な
り

購
入
す
る
店
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
以
前
に
補
助
金
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
場
合
は
、
補
助
金
を
受
け

て
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
新
し
い
生

ご
み
処
理
機
を
新
規
購
入
す
る
場
合

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

申�

請
方
法　
購
入
後
次
の
も
の
を
そ
ろ

え
て
、環
境
保
全
課（
成
東
本
庁
舎
内
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
場
合

領
収
書（
商
品
名
が
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
）・
処
理
機
に
つ
い
て
い
る
保

証
書
の
写
し
・
印
鑑
・
補
助
金
は
口
座

振
込
の
た
め
、
振
込
先
の
通
帳

②�

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
バ
ケ
ツ
型
容
器

の
場
合

領
収
書（
商
品
名
が
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
）・
商
品
に
つ
い
て
い
る
説
明

書
の
写
し
・
印
鑑
・
補
助
金
は
口
座
振

込
み
の
た
め
、
振
込
先
の
通
帳

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
さ
れ
る

方
は
、
申
請
方
法
を
環
境
保
全
課
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

暮
ら
し・環
境

提出書類名 概要

浄化槽調書 建築確認を伴う浄化槽の設置の場合、建築確
認審査機関への提出書類に含まれています。

浄化槽設置届出書、
概要書、7条検査依
頼書、排水系統図、
平面図等

建築確認を伴わない浄化槽の設置の場合、着
工予定日の10日以上前に提出します。
提出先：千葉県地域振興事務所

10月から、浄化槽の設置等に先立ち指定検査機関に７条検査を申し込むようになりました。浄化槽調
書や浄化槽設置届出書等の書類提出時に「７条検査の申し込みを証する書類（検査手数料の納付書の写
し）」の添付が必要となります。
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椎
茸
原
木
お
よ
び

�

種
駒
の
斡
旋
に
つ
い
て

�千
葉
県
森
林
組
合
北
総
事
業
所
で

は
、
椎
茸
原
木
お
よ
び
種
駒
の
斡
旋
を

し
て
い
ま
す
。
購
入
希
望
の
方
は
、
左

記
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
椎
茸
原
木
の
購
入
希
望
の
方

T�　
農
林
水
産
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
３

◆
種
駒
の
購
入
希
望
の
方

T�　
千
葉
県
森
林
組
合
北
総
事
業
所

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）９
４
７
４

締　
切　
１
月
12
日
㈮

引�

渡
方
法　
千
葉
県
森
林
組
合
北
総
事

業
所
で
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

◆
単
価（
税
込
）

　
椎
茸
原
木�

４
２
０
円

　

�

椎
茸
種
駒
・
な
め
こ
種
駒�

（
各
千
個

入
り
）�

各
３
３
４
８
円

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
災
害
時
に
備
え
て
、
小
中
学

校
や
公
共
施
設
を
避
難
所
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
ホ
テ
ル
等
を

津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
避
難
場
所
の
位
置
を
確
認
し
、
災

害
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
市
内
の
避
難
場
所

成
東
小
学
校
・
大
富
小
学
校
・
南
郷

小
学
校
・鳴
浜
小
学
校
・緑
海
小
学
校
・

成
東
中
学
校
・
成
東
東
中
学
校
・
成
東

総
合
運
動
公
園
※
・
睦
岡
小
学
校
・
日

向
小
学
校
・
山
武
北
小
学
校
・
山
武
西

小
学
校
・
山
武
中
学
校
・
山
武
南
中
学

校
・
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館
・
さ
ん
ぶ

の
森
公
園
※
・
蓮
沼
小
学
校
・
蓮
沼
中

学
校
・
蓮
沼
保
健
セ
ン
タ
ー
・
蓮
沼
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
・
松
尾
小
学
校
・
豊
岡

小
学
校
・大
平
小
学
校
・松
尾
中
学
校
・

松
尾
運
動
公
園
※
・
松
尾
ふ
れ
あ
い
館
・

成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
白
幡
体
育

館
・
さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
・
松
尾

Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
千
葉
県
立

成
東
高
等
学
校
・
千
葉
県
立
松
尾
高
等

学
校

◆
津
波
避
難
ビ
ル
※

　
蓮
沼
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
マ
リ
ー
ノ
・

ホ
テ
ル
浪
川
荘
・
ホ
テ
ル
サ
ン
ク
・
有

料
老
人
ホ
ー
ム
エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー
ル
山

武
・
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
九
十
九
里
・

テ
ン
ダ
ー
ヴ
ィ
ラ
九
十
九
里

※�

災
害
時
に
一
時
的
に
生
命
を
守
る
た

め
に
避
難
す
る
施
設
で
、
長
期
間
の

避
難
生
活
を
想
定
し
た
施
設
で
は
あ

り
ま
せ
ん（
指
定
緊
急
避
難
場
所
）。

T�　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り��

�

を
実
施
し
ま
す

県
警
で
は
12
月
10
日
㈰
か
ら
翌
年
１

月
３
日
㈬
ま
で
の
間
、「
年
末
年
始
特
別

警
戒
取
締
り
」を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
取
締

り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
が
、
皆
様
も
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
自
分
自
身

で
注
意
す
る
こ
と
で
、
楽
し
い
年
末
年

始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
動
車
盗
に
注
意
！

自
動
車
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

盗
難
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
防
犯
意
識

を
持
ち
、
防
止
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

・�

車
を
降
り
た
ら
ド
ア
ロ
ッ
ク
す
る
こ

と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

照
明
や
防
犯
設
備
の
あ
る
駐
車
場
を

利
用
し
、
盗
難
防
止
機
器
を
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。

◆
空
き
巣
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
は
、
帰
省
や
初
詣
な
ど
で

家
を
空
け
が
ち
で
す
。
空
き
巣
に
入
ら

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�
家
を
長
期
間
不
在
に
す
る
と
き
は
、

新
聞
の
配
達
を
止
め
る
な
ど
し
て
、

留
守
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・�

留
守
宅
に
訪
問
者
が
あ
っ
た
ら
声
を

か
け
る
な
ど
、
地
域
の
協
力
で
犯
罪

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・�

補
助
錠
や
防
犯
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
防

犯
用
品
を
活
用
し
、
施
錠
は
確
実
に

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　

�

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

�

違
い
を
認
め
合
う
心
～

12
月
4
日
㈪
～
10
日
㈰
は「
人
権
週

間
」で
す
。

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。

あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
感
じ
る
こ
と
や
、
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

�

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

市
で
も
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

T�　
市
民
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１
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行政からの
お知らせ

information

冬
の
交
通
安
全
運
動

～
気
の
ゆ
る
み　
一
杯
だ
け
が�

�
�

命
と
り
～

12
月
10
日
㈰
か
ら
19
日
㈫
ま
で
の
10

日
間
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
年
末
は
、
忘
年
会
等
で
飲
酒

の
機
会
も
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

●
重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②�

子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

④�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

T　
市
民
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

平
成
㉘
年
度　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃

組
合
・
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
決
算

�

第７回いちごの里さんむＳ１グランプリ出店者募集
今年で７回目の開催となるＳ１グランプリ。平成30年３月10日㈯の開催に向け出店者を募集します。
目指せグランプリ！たくさんのご応募お待ちしております。

山武郡市環境衛生組合� （単位：円）

歳　　入 歳　　出
分担金及び負担金 565,000,000 議会費 180,080 
使用料及び手数料 168,002,900 総務費 172,684,264 
財産収入 14,668,691 衛生費 597,013,334 
繰入金 0 公債費 0 
繰越金 47,795,117 予備費 0 
諸収入 675,816 
合計 796,142,524 合計 769,877,678 

問　山武郡市環境衛生組合　☎0479（86）3516

東金市外三市町清掃組合� （単位：円）

歳　　入 歳　　出
分担金及び負担金 1,106,687,000 議会費 801,290 
財産収入 6,006 総務費 1,213,913,433 
繰入金 0 公債費 69,236,077 
繰越金 244,441,398 諸支出金 6,006 
使用料及び手数料 165,667,300 予備費 0 
諸収入 44,855,752 
国庫支出金 3,103,734 
合計 1,564,761,190 合計 1,283,956,806 

問　東金市外三市町清掃組合　☎0475（55）9131

○応募方法
　�　応募用紙に必要事項を記入の上、下
記応募先までお送りください。
　�　応募用紙は山武市成東観光苺組合、
山武市、NPO法人山武市観光協会の
ホームページからダウンロードする
か、直接お問い合わせください。
○応募締切　12月25日㈪
○審査日時　�平成30年３月10日㈯雨天

決行（荒天中止）
　来場者の投票によりグランプリ決定

○応募先
〒289-1392　千葉県山武市殿台296　
S１グランプリ実行委員会事務局
（山武市わがまち活性課内）宛
T　わがまち活性課
　� 　☎0475（80）1201

○募集対象
　・山武市産のいちごを使用したスイーツを提供できる事業者
○募集出店数
　・20店舗（予定）
○参加条件
　・�いちごを使用したスイーツを一口サイズで200食以上用意
できること（上限は自由）。

　・スイーツは一食300円を上限とし販売すること。
○�出店料
　・�出店が決定した場合、ブース出店料として1,000円をいた
だきます。なお、売上マージンは徴収いたしません。

○�注意事項
　・�応募者多数の場合は厳正な審査のもと出店者を決定します。
　・�売れ残りによる損害については、実行委員会は一切の責任
を負いません。

　・原材料となるいちごは山武市内で購入していただきます。
　・�審査員、来賓用に一部無償にて商品提供していただきます。
　・交通費、宿泊費等は自己負担となります。


